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　人ロの動き
一1月1日現在一
男4，179（一7）
女4，244（一5）
計8，423（一12）
世帯数2，253（一7）

　（）は前月比較

丹精込めた手づくりの逸品
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介
護
サ
ー
ど
ス
を
利
用
ず
る
前
に
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
認
定
の
手
続
き
を
済
ま
慧
ま
じ
駿
う
翫
・

保
険
料
を
糞
払
っ
だ
爽
は
、
介
護
が
必

要
縫
な
っ
た
と
き
に
介
護
戯
ー
欝
ス
が

受
け
ら
撫
ま
ず
。
ド
ど
う
ず
燕
ぱ
奔
護
サ
ー

蜜
ス
が
利
網
簿
き
る
の
か
、
謬
続
き
の
流

糀
を
箆
て
み
ま
し
ょ
う
。

　　◆たとえば、山田さんの話
おじいさんが脳卒中で倒れ、寝たり起きたりの生活をしています。

トイレや入浴、着替えや食事など、日常生活においてかなりの介助

が必要です。どうしたらいいのでしょうか。

桑
親

役場窓ロ

介護サービスを

　　受けよう！

えスー、

そうしまし

購目・｛・墨筆i郷
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　　　　　贈　幼
　　　　　垂套　　　　一、璽

　嶋
、垂裏

・ぐ

本人諜たは家族が、要介護認定の申講書

を役場の窓團に提鐵じ叢ず。

・
ヂ

．㍗－

霧
、

役場は、申請者の自室を訪問し、介護を必要と

している人の身体の状況緯ついて、85項園の調

査をさぜていただきます。

身体の凝況縫類騨薫．穫場は主治医の

慧見讐謹求め叢誰。
調査結果を璽ン琶ユータ驚解犠しまず。

　　　　　（一次判翻
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〆ヘー、

鐸購犠
讃

～、

へ
撫
、
勤
．
・

㎜
筆癒
響
．
繍

畢

介護サービス提供
介護サービス計画にしたがって、サ

ービスが利用欝きます。

費用の1割は利翔者疑負担し、サービ
ス提供機関1こ支払っていただきます。

介護サー一ビス計画（利用されるサービスの種類と回数、その組

み合わせを考えること。）の作成は、指定居宅介護支援事業者

の介護支援専門員（ゲアマネージャー）にご依頼ください（役

場でもご紹介します。）。誹画作成は無料です。ご依頼があり

ますと、ケアマネージャーが訪關させていただ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちきます。利用者と家族と複数の保健・医療・福（㌧騰F

祉等の籍闘職による話し合

いを経て、介護サービス計

画がつくられます。

介護サービス欝画の

作成を依頼じ襟いで、

自分で利用計画をつ

くることもできます。

　　　　〃
　　　《隊
　　　饗耀
』
煮
継

瀞1、

触　　饗　　　　　瓦

　　　　なゑ　　　　　　　　　　な　　　　　　　き

1　　　　　　　箋　驚

　　囎黙籏
　　鐸，　義

分で作成も可能

イ
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纏衡認
羨鶴雛難諺縫
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F
・
礎

　　　“
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　　．1γ，濯一

　．護！匠6ダ

役場から、要糞護認定の結果が、

文書で通知されます。

要介護と認建き姦勧梅舜護保険審査会

燈雛．要介護度嬬綻に　1都道府県）

不服燕あるどき1識都道

府県ぎ産に設置惑鷲る

羅糞護裸険審蚕会灘謹不

服審謹の申膨立でがで

きます。

　　　介護認定審査会
訪問調査の結果（一次判定1畿、主治医の惹見書催墓

づiき、保健・医療・福祉の学識経験者が、要介護状態

要婁援状態か否が、及びその程度を判定毬蒙す。

　　　　　　　　　　　　（二次判定）
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千
手
地
区
の
中
心
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
い
う
「
賑
わ
い
空
間
創
出
事

業
」
地
権
者
等
説
明
会
が
十
一
月
三
十

日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
温
泉
施
設
・
健
康
施

設
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
共
同
店
舗

や
公
共
施
設
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
町

の
中
心
部
で
あ
る
千
手
地
域
を
活
性
化

し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
し
よ

う
と
い
う
も
の
。

　
地
権
者
等
説
明
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
や
建
設
位
置
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
基
本
方
針
、
今
後
の
予
定
な
ど

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

予
定
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
温
泉
健
康

　
　
　
　
　
　
動
　
、
、

　
　
　
　
　
　
始

施
設
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
商
業
集
積
（
共
同
店
舗
・
個

店
・
商
工
会
館
）
、
郵
便
局
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
（
公
園
・
緑
地
）
、
駐
車
場
で
、

注
目
を
集
め
て
い
た
建
設
位
置
と
区
域

に
つ
い
て
は
、
町
道
東
山
新
町
新
田
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
さ

と
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
に
挾
ま

れ
た
地
区
（
図
の
ア
ミ
の
か
か
っ
た
部

分
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
に
決
定
し
た
要
因
は
、
中

心
市
街
地
活
性
化
関
係
法
の
取
り
組
み

が
可
能
で
、
土
地
区
画
整
理
や
県
道
拡

幅
へ
の
布
石
と
な
る
こ
と
、
既
存
商
店

街
と
の
連
携
が
可
能
、
幹
線
町
道
と
県

道
の
両
方
か
ら
利
用
可
能
、
優
良
農
地

の
転
用
を
要
し
な
い
こ
と
、
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
地
権
者
の
同
意
取
り
付
け
や
、

共
同
店
舗
の
出
展
数
の
減
少
な
ど
間
題

は
含
ん
で
い
る
も
の
の
、
町
で
は
、
三

月
ま
で
に
コ
ン
ペ
に
よ
る
設
計
者
の
選

定
と
家
屋
調
査
を
実
施
し
、
四
月
か
ら

基
本
設
計
に
入
り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
空
洞
化
し
て
い
る
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地

域
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
　
「
市

街
地
の
整
備
改
善
」
　
「
商
業
等
の
活
性

化
」
を
図
る
こ
と
な
ど
を
柱
と
す
る
、

中
心
地
市
街
地
域
活
性
化
対
策
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

4拙σ　”、わ

釦よ乙⊃よ

町
道
寺
尾
千
手
城
跡
線

降

o躍

至上野→

で

璽蠕麟
軽鹸

口町
道
田
中
藤
沢
線

川
西
町
商
工
会
館

』

県道小千谷十日町津南線

　
場
［
醐

　
辺

←至十日町

。
〃

　
十
二
月
十
八
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
七

回
川
西
町
議
会
定
例
会
は
、
二
十
一
日

に
全
日
程
を
終
え
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　
十
八
日
は
、
七
人
に
よ
る
町
政
に
対

す
る
一
般
質
問
が
あ
っ
た
あ
と
、
　
「
川

西
町
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計

条
例
」
が
原
案
ど
お
り
可
決
。
「
社
会
保

険
行
政
を
法
廷
受
託
事
業
と
し
、
地
方

事
務
官
の
地
方
移
管
を
求
め
る
請
願
」

が
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

　
二
十
一
日
に
は
、
　
「
川
西
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
ほ
か
三
件

の
条
例
改
正
が
原
案
ど
お
り
可
決
。
次

に
、
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

規
約
の
変
更
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
あ
と
、
　
「
平
成
十
年
度
川
西
町
地
域

振
興
券
事
業
特
別
会
計
予
算
」
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、

「
平
成
十
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）
ほ
か
三
つ
の
特
別
会

計
補
正
予
算
と
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
　
「
道
路
整
備
財
源
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
ほ
か
六
件

の
意
見
書
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
歳
・
男
性
）

①
地
域
に
残
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
を

継
承
す
る
た
め
、
小
学
生
の
ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。
ま
た
、
講
師
に
は
、
そ

の
個
々
の
活
動
を
支
え
て
き
た
人
た
ち

を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

①
昔
か
ら
歌
い
踊
り
継
が
れ
て
き
た
郷

土
芸
能
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴

重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
保
存
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
二
〇
〇
二
年
に
は
学
校
週
五
日
制
が

完
全
実
施
さ
れ
、
子
供
た
ち
も
ゆ
と
り

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
社
連

携
、
融
合
を
進
め
て
い
く
中
で
郷
土
芸

能
を
保
存
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
現
在
具

体
策
は
な
い
も
の
の
、
保
存
会
・
グ
ル

ー
プ
、
集
落
な
ど
の
自
主
的
な
活
動
こ

そ
が
地
域
に
定
着
し
、
保
存
・
継
承
し

て
い
く
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
今
後
、
関
係
機
関
や
団
体
と
協
議
し

な
が
ら
、
無
形
文
化
財
の
継
承
に
努
め

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

11．1．10⑳



活用ください奨学金貸与制度一
平成11年度の申し込み締め切りは　3月1日

奨学金貸与制度を希望する方を次の要領で募集します。

【貸与を受けることができる方】（※①～③の全てを満たしていること）

①町に本籍があって、奨学金貸与申込書提出日前1年以上町に居住する方。

②平成11年度に高等学校、高等専門学校、専修学校（修学期間は2年以上）、短期大学及び大学に進学予定か在

　学する学生・生徒（奨学生）を養育する方。

騰醜齢＿②学業．榔優秀，認．．＿、講、、亀盤愈師

学金の月額】

②高等専門学校　　　20，000円

④大学（短大を含む）30，000円

高等学校　10，000円

専修学校　20，000円

　
　
　
　
愛
金
学
学
期
決
で

③
僕
伽
僕
①
③
慣
牒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
　
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
与
　
で

貸与決定月の翌月から、奨学生が在学する学校の最短修学年限の終

去年の川西高校入試発表から

【提出書類】

①奨学金貸与申請書　②学校長の推薦書　③成績証明書　④戸籍謄本

　と住民票謄本　⑤健康診断書　⑥平成10年度町県民税所得課税証明

　書（家族全員が載っているもの）

【申し込み】

　3月1日（月）までに教育委員会学校教育課へ申し込んでください。申し込みに必要な用紙は、教育委員会に備

えてあります。

課智合問

子
供
と
話
を
し
て
い
ま
す
か
？

　
コ
、
・
、
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

　
学
校
で
の
い
じ
め
、
少
女
た
ち
の
性

非
行
、
ナ
イ
フ
を
使
っ
た
殺
傷
事
件
な

ど
、
最
近
の
子
供
た
ち
を
め
ぐ
る
間
題

は
深
刻
で
す
。

　
家
庭
や
地
域
で
の
教
育
力
の
低
下
が

叫
ば
れ
る
と
と
も
に
、
子
供
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
が
改
め
て

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
た
ち
が
日

ご
ろ
か
ら
子
供
と
ふ
れ
あ
い
、
話
し
合

う
時
間
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供

の
心
の
シ
グ
ナ
ル
に
早
い
段
階
か
ら
気

付
き
、
救
い
を
求
め
る
子
供
た
ち
を
受

け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
シ
グ
ナ
ル
を
受
け
止
め
る

　
そ
れ
ま
で
間
題
の
な
か
っ
た
子
供
が

突
然
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
、
　
「
い
き
な

り
型
」
の
非
行
も
増
え
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
子

供
た
ち
は
、
本
当
に
「
何
の
間
題
も
な

か
っ
た
子
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

子
供
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と
言
や
、
家

族
と
の
対
話
を
避
け
る
態
度
な
ど
か
ら
、

心
の
揺
ら
ぎ
を
読
み
取
れ
る
重
大
な
シ

グ
ナ
ル
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

8
じ

　
あ
な
た
は
最
近
、
子
供
と
話
を
し
て

い
ま
す
か
？
い
ま
、
子
供
が
何
に
関
心

を
持
ち
、
ど
ん
な
こ
と
に
悩
ん
で
い
る

か
、
き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
ま
す
か
？

　
「
子
供
と
話
す
」
た
め
の

　
　
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
は
、
臼
常
の
あ
い
さ
つ
を
き
ち

　
ん
と
交
わ
そ
う

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
、

　
「
お
は
よ
う
」
　
「
行
っ
て
き
ま
す
」

　
な
ど
の
毎
日
の
あ
い
さ
つ
で
す
。
親

　
か
ら
進
ん
で
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

②
親
子
で
［
緒
に
楽
し
め
る
話
題
を
つ

　
く
ろ
う

　
無
理
に
子
供
に
話
を
合
わ
せ
る
の
で

　
は
な
く
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
親

　
子
で
興
味
を
持
て
る
話
題
を
探
し
て

　
く
だ
さ
い
。

◎
お
説
教
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

　
に
気
を
つ
け
よ
う

　
最
後
は
い
つ
も
お
説
教
に
な
っ
て
し

　
ま
う
　
　
で
は
、
子
供
に
敬
遠
さ
れ

　
る
だ
け
。
子
供
の
意
見
や
将
来
の
夢

　
な
ど
に
、
じ
っ
く
り
耳
を
傾
け
て
く

　
だ
さ
い
。

④
残
業
や
夜
の
お
付
き
ム
ロ
い
は
ほ
ど
ほ

　
ど
に
、
家
に
早
く
帰
ろ
う

　
「
い
つ
も
家
に
い
な
い
お
父
さ
ん
」

　
で
は
、
会
話
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ

　
ん
。
仕
事
や
お
付
き
合
い
は
ほ
ど
ほ

　
ど
に
、
な
る
べ
く
早
く
帰
宅
し
ま
し

　
ょ
う
。
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．
丁
ゆ
4

6
ム

’

’
才
，
成
ニ
ゴ
イ
あ
里習

吻
ち
吊
雪
寿
雁

（読み）ゆくにこみちによらず

（意味）大道をまっすぐに進む。小道は近道に見え、変

　　　化の魅力を持つが、やがて行きづまるものであ

　　　る。

　
今
年
は
卯
年
。
十
二
支
の
四
番
目
の

う
さ
ぎ
年
で
す
。
う
さ
ぎ
の
話
は
、
古

く
は
「
古
事
記
」
に
発
し
て
い
ま
す
。

う
さ
ぎ
が
海
の
上
に
並
ん
だ
ワ
ニ
ザ
メ

を
だ
ま
し
て
因
幡
の
国
に
渡
ろ
う
と
し

ま
す
。
し
か
し
、
最
後
に
ワ
ニ
ザ
メ
の

怒
り
を
買
っ
て
し
ま
い
、
皮
を
は
ぎ
取

ら
れ
て
苦
し
ん
で
い
る
う
さ
ぎ
を
大
国

主
命
が
救
う
と
い
う
お
話
で
す
。

　
ま
た
、
「
う
さ
ぎ
と
カ
メ
」
話
で
は
．

う
さ
ぎ
と
カ
メ
が
向
う
の
山
ま
で
ど
ち

ら
が
先
に
行
け
る
か
競
争
し
ま
す
。
速

い
う
さ
ぎ
は
、
カ
メ
が
の
ろ
い
の
を
見

て
途
中
で
油
断
し
て
昼
寝
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
間
に
カ
メ
が
ゴ
ー
ル
す

る
と
い
う
お
話
で
、
地
道
に
努
力
す
れ

ば
必
ず
成
功
す
る
と
い
う
教
訓
で
す
。

　
町
に
は
卯
年
生
ま
れ
の
万
が
六
百
七

一
7

十
八
人
（
平
成
十
年
十
月
三
十
一
日
現

在
）
お
い
で
で
、
人
ロ
比
は
八
・
○
パ

ー
セ
ン
ト
。
左
の
表
は
生
ま
れ
年
別
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
十
二
月
二
十
二
日
に
役
場
に
お
い
で

の
方
の
中
か
ら
、
八
人
の
万
に
突
然
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
、
お
答
え
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♪　と

些てる。

ご実施さ

r高校の

／一ド。

　
心

懸　
　
乞
右
、

考　　　 噂

N欺
q㌧　　　＿　　』’　　　」噂

　
ド
ド
ぽ

繋
鐙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謬
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

高
橋
芳
春
さ
ん
（
赤
谷
）

　
　
〈
昭
和
1
6
年
、
巳
年
生
ま
れ
〉

　
不
作
の
年
と
言
わ
れ
た
去
年
、
我
が

家
で
は
長
男
の
婚
約
が
整
い
、
大
豊
作

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
偶
然
と

は
い
え
、
　
「
よ
し
」
の
付
く
名
前
が
四

　
　
そ
ろ

人
も
揃
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
喜
ば

し
い
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
地
元
か
ら
で
も
携
帯
電
話
が
利
用
で

き
る
施
設
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

撫

渡
貫
文
人
さ
ん
（
上
野
）

　
　
〈
昭
和
41
年
、
午
年
生
ま
れ
〉

　
家
族
と
も
ど
も
健
康
に
過
ご
せ
て
よ

い
一
年
で
し
た
。
店
が
年
中
無
休
な
の

で
、
一
泊
旅
行
す
ら
行
け
ま
せ
ん
。
今

年
は
何
と
か
し
て
実
現
し
て
み
た
い
。

　
今
、
進
ん
で
い
る
賑
わ
い
空
間
事
業

や
里
創
プ
ラ
ン
事
業
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

藤
巻
民
子
さ
ん
（
仁
田
）

　
　
〈
昭
和
2
4
年
、
丑
年
生
ま
れ
〉

息
子
の
高
校
野
球
に
振
り
回
さ
れ
た

一
年
で
し
た
。
子
供
た
ち
も
大
き
く
な

っ
た
こ
と
だ
し
、
大
切
な
一
日
が
無
駄

に
過
ぎ
な
い
よ
う
、
時
間
を
見
つ
け
て

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
な
。

役
場
の
中
に
、
ち
ょ
っ
と
話
し
合
い

が
で
き
る
喫
茶
室
が
あ
る
と
い
い
と
思

い
ま
す
。
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生まれ年 男 女 計 主　な　で　き
人 人 人

千手局で電信事務を開始。
明治36 1 6 7 自転車が入ってくる。

大正4 17 39 56
十日町銀行千手出張所が中屋敷1、

平見雪中派出場認可。

千手村が役場前に鉄製の警鐘やく
昭和2 48 62 110

ハシカ大流行、赤岩校で臨時休拳

米穀管理規則公布、町村別割当歪
昭和14 61 50 111

れる。

定時制仙田分校、千手分校が県≦
〃　26 74 70 144

分校となる。

伊勢平治千手観音堂焼失。
〃　38 46 34 80

マイクロバス第1号購入。

全町一中学校スタート。
〃　50 36 42 78

交通事故死亡ゼロ1，000日達成、田

7年の歳月をかけ、町史全4巻干
〃　62 50 42 92

橘運動場オープン。

計 333 345 678 川西町史及び合併記念誌より抜米

酒
井
智
恵
さ
ん
（
中
央
町
）

　
　
〈
大
正
9
年
、
申
年
生
ま
れ
〉

　
小
さ
な
店
を
し
て
い
ま
す
が
、
深
刻

な
不
況
が
身
に
し
み
た
一
年
で
し
た
。

今
年
は
二
人
目
の
孫
が
誕
生
す
る
予
定

な
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
家

族
が
健
康
に
過
ご
せ
る
こ
と
が
何
よ
り

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
方
々
が
活
躍
で
き
る
職
場
が
あ

り
、
賑
や
か
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

卵￥　
　
今
』
古
考
さ
さ
と
・
マ

　
　
　
漆
・
～
い
玄
や
、
り
り

　
　
量
う
露
窟
も
脚
く
査
畢

s蛍イ』

テ
死
ヱ

　る

　蘇

羅
酷
顎

丸
山
靖
夫
さ
ん
（
高
原
田
）

　
　
〈
昭
和
4
6
年
、
亥
年
生
ま
れ
〉

　
公
私
と
も
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強

に
な
っ
た
一
年
で
し
た
。
今
年
も
明
る

く
楽
し
く
健
康
に
過
ご
し
、
新
し
い
こ

と
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
、
そ
ん
な
施
設
が
町
に
も
早

く
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

水
落
富
美
子
さ
ん
（
仁
田
）

　
　
〈
昭
和
2
3
年
、
子
年
生
ま
れ
〉

　
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
、
大
勢
の
皆

様
方
に
お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
の
一

年
で
し
た
。
今
年
も
家
族
が
健
康
で
、

穏
や
か
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
主
人

と
二
人
で
月
ヘ
フ
ル
ム
ー
ン
…
…
、
な

ん
て
夢
ス
テ
キ
で
す
ね
。

　
U
タ
ー
ン
の
若
者
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
職
場
の
充
実
を
望
み
ま
す
。

小
林
真
由
美
さ
ん
（
中
仙
田
）

　
　
〈
昭
和
4
5
年
、
戌
年
生
ま
れ
〉

　
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
一
年
。
こ

れ
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
も
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
一
年
が
早
い
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
な
り
に
充
実
し
て
い
た
の
か
ナ
。

　
千
手
温
泉
も
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

お
風
呂
（
打
た
せ
湯
や
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス

e
t
C
…
）
が
楽
し
め
る
温
泉
に
な
っ

た
ら
い
い
な
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
鱗
灘
灘

　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
　
灘
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

灘縣

繊
鑛

長
谷
川
政
栄
さ
ん
（
赤
谷
）

　
　
〈
昭
和
2
6
年
、
卯
年
生
ま
れ
〉

　
一
年
が
平
凡
に
過
ぎ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
大
き
な
事
故
も
な
く
、
家
族

が
健
康
で
あ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ゆ
っ
く
り
、
全
国
の
温
泉
め
ぐ

り
を
す
る
こ
と
が
夢
で
す
。

　
克
雪
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
「
仙
田

温
泉
」
な
ん
て
で
き
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。
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こ
の
ほ
ど
、
井
川
一
弘
さ
ん
（
新
町

新
田
・
三
十
七
歳
）
が
、
町
内
小
・
中

学
校
に
「
金
色
の
ク
ジ
ラ
」
や
「
い
の

ち
の
あ
さ
が
お
」
な
ど
臼
血
病
に
関
す

る
図
書
と
、
コ
ウ
ス
ケ
君
と
い
う
臼
血

病
で
亡
く
な
っ
た
子
が
植
え
た
朝
顔
の

種
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
最
初
に

訪
れ
た
上
野
小
学
校
（
坂
井
国
興
校
長

・
児
童
八
十
四
人
）
で
は
、
六
年
生
の

女
子
三
人
が
代
表
し
て
本
な
ど
を
受
け

取
り
、
井
川
さ
ん
か
ら
骨
髄
バ
ン
ク
や

臼
血
病
に
関
す
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
臼
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
は
、

以
前
は
有
効
な
治
療
方
法
が
な
く
治
り

に
く
い
病
気
で
し
た
。
し
か
し
、
骨
髄

移
植
に
よ
り
、
患
者
さ
ん
が
健
康
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

骨髄バンクの理解求め

　井川さんが図書を寄贈

患
者
さ
ん
と
骨
髄
を
提
供
し
て
く
だ
さ

る
方
（
ド
ナ
ー
）
の
臼
血
球
の
型
（
H

L
A
）
を
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

こ
の
確
立
は
兄
弟
姉
妹
で
も
難
し
く
、

そ
れ
以
外
の
方
の
場
合
に
は
数
万
人
に

一
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
井
川
さ
ん
は
、
十
一
月
中
旬
に
新
潟

大
学
付
属
病
院
で
、
県
外
の
男
子
に
骨

髄
を
提
供
し
た
ば
か
り
で
、
ド
ナ
ー
と

し
て
は
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
で
は
最

初
の
適
合
者
。

　
井
川
さ
ん
と
同
行
し
た
、
に
い
が
た

・
骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る
会
運
営
委
員

の
南
雲
正
一
さ
ん
（
中
仙
田
）
は
、
「
患

者
と
提
供
者
の
血
液
型
の
適
合
は
非
常

に
難
し
い
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
バ
ン
ク
ヘ
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

帆　　㎜

井川さん（右）から図書などのプレゼントを

受け取る上野小児童の代表

犯
罪
防
止
を
呼
び
掛
け
る
防
犯

協
会
・
安
協
の
関
係
者

犯罪防止などを呼び掛ける

　例年、年末・年始は犯罪が多発する時期です。警察では、12月11

日から1月11日までの間、年末・年始に発生しやすい事件や事故を

防止するために、警察活動を強化しています。

　十日町警察署では、この期間の初日にあたる12月11日特別警戒を

実施。町からも防犯協会役員と関係者およそ20人が出陣式を激励し、

役場前で防犯チラシなどを配布して、行き交う車のドライバーに犯

罪防止などを呼び掛けていました。

大技あり小技あり・・・…

　　　　　　　　　　　大会をして締めくくる

　12月13日、総合体育館（柔道場）で開かれた町民柔道大会。4つのブロック

に分かれて熱戦が繰り広げられました。各ブロックの優勝者は次のとおりです。

・小学生1・2年生の部　貴田和樹君（発電所通り西）

・小学生3・4年生の部　星名立樹君（木島住宅）

・小学生5・6年生の部　星名　保君（沖立）

・中学生男子の部　　　　高橋直隆君（神社町）

納
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、
白
熱
し
た

試
合
が
続
き
ま
し
た

番
組
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

小
学
生
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
披
露
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中仙田クリスマス行事が
　　　　　　　　　　　　　　県内に生放送

　中仙田百円会（小林時夫会長）では、毎年、地域のクリスマス行

事としてイルミネーションを使った大クリスマスツリーや、サンタ

トナカイ夢宅配事業などを実施しています。12月24日、テレビ新潟

「夕方ワイドにいがた一番」の番組で、地域手づくりのクリスマス

を紹介したいということから中仙田の事業が取り上げられ、県内に

生放送されました。また、そのほかに、たまご540個も使った巨大ケ

ーキづくりや歌、ハンドベルの披露などもありました。



　前号までは、川西町が目指すべきまちの将来像をふまえた、将釆都市構造について掲載していま
した。

　今回からは、士地利用、交通、公園緑地など、都市づくりに必要な各分野の万針（案）を掲載し

ていきます。1回目は、　「士地利用の万針（案）」の抜粋版です。士地利用の万針で将来都市構造

をもとに、住宅地￥商業地、工業地など、主な士地利用の万向性を明確に定め、住みよいまちづく

りを考えます。

◆各士地利用の万針
　市街地工リア　市街地工リアでは、積極的な

　都市計画事業の取り組みを図ります。具体的

　には都市計画道路の早期整備による利便性の

　向上、都市計画公園の指定による市街地内の

　緑の確保など、快適で計画的な住環境整備を

　推進します。

　集落工リア　集落工リアでは、快適で自然豊

　かな集落づくりを進めるため、生活環境整備

　を促進し、集落排水、公園緑地施設、生活道

　路の充実を図ります。

　中心市街地工リア　中心市街地工リアでは、

　「新しい町の顔を創るブロジエクト事業」を

　実行するエリアとして設定します。

　　このエリアでは生涯学習施設、健康増進施

　設、商業施設￥公共的施設などと既存の市街

　地を総合的、一体的に整備し、町の活力を引

　き出す先導的工リアの完成を進めます。

　工業工リア　工業工リアでは、優先的に企業

　の立地を進めていきます。なお￥町内の雇用

　確保のため、工業工リア以外においても、住

　環境の阻害要因、自然環境の破壊要因となら

　ないように配慮した立地を進めます。

　農業工リア　農業工リアは、川西町を代表す

　る水田が広がるエリアであり、生産性や景観

　面において、今後も保全し、それらを主力に

　した特色あるまちづくりを進めます。

岱
68

53
1
1
1
　内
線
322

）

建
設
課
都
市
計
画
係
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お
間
い
合
わ
せ
や
ご
意
見
は
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覧　　一

1　！．

教育・福祉工リア　教育・福祉工リアでは、

少子化、高齢化を配慮して、教育施設につい

ては現在の学校教育だけではなく、地域文化

の発信地、子供から高齢者までの交流の場、

生涯教育の場など、多用な利用を検討し．学

校施設の有効活用や地域の交流に努めます。

公園・レジャー・レクリエーションエリア

1卜1誉・
△△』△

▽◇蚕∵し

蜜、漁

、　　　　　　　　　　　　　　　／』

公園・レジャー・レクリエーションエリアは、

町内に向けては町民の憩いの場となり、町外

に向けては観光拠点となるため、内外の交流

を図るなど、多用な活用を図ります。

活力・交流工リア活力・交流工リアでは、

農業、地域の特色などを活用し、地域の雇用、

交流、活力を生み出すシステムづくりに取り

組み￥また￥それぞれの特色を生かした新た

な核づくりを推進します。

森林工リア　森林工リアは、今後とも森林と

しての形態を維持し、良好な自然環境の保全、

景観形成、地域の個性として生かします。

保全緑地工リア　保全緑地工リアのブナ林に

ついては￥今後とも法的な保全を図っていく

とともに、良好な自然環境に触れ合える空間

整備を図ります。
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土地利用の方針

◎　　中心市街地エリア

　　市街地エリア

⑲　集落エリア

⑫　工業エリア

、一ロ㌦　農業エリア
鋤　■臆　ρ

⑳　　教育・福祉エリア

ー　　公園・レジャー・レクリエーション

ご二㌻　活力・交流エリァ

○　森林エリア

e保全緑地エリア



◎

魎信
巨］

節
黒
城
跡
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
に
建
設
さ

れ
た
川
西
ス
テ
ー
ジ
の
コ
テ
ー
ジ

Q
里
創
プ
ラ
ン
と
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ

　
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
の
関
連
性
は
ど

　
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

A
里
創
プ
ラ
ン
は
正
規
に
は
「
ニ
ュ
ー

　
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
」
と
い
い
ま

　
す
。
こ
れ
は
、
　
「
良
い
（
理
念
の
）

　
里
創
り
」
を
目
指
し
た
い
と
い
う
平

　
山
新
潟
県
知
事
の
提
唱
に
よ
る
も
の

　
で
す
。
里
創
プ
ラ
ン
の
地
域
指
定
を

　
受
け
、
十
日
町
地
域
に
お
け
る
具
体

　
的
な
事
業
構
想
と
し
て
ま
と
め
た
の

　
が
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
で
す
．

Q
事
業
主
体
は
ど
こ
で
す
か
？

A
里
創
プ
ラ
ン
は
、
広
域
連
携
に
よ
つ

　
て
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ア
ー
ト

ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
に
盛
り
込
ま

れ
た
施
設
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
実
施
な

ど
、
全
て
の
事
業
の
事
業
主
体
は
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
す
。
事

務
局
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部

（
十
日
町
市
川
治
内
後
）
三
階
の
企

画
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

Q
県
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
は
ど
の
よ

　
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

A
里
創
プ
ラ
ン
の
特
徴
は
、
計
画
づ
く

　
り
の
段
階
か
ら
県
と
地
域
が
一
緒
に

　
な
っ
て
進
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

　
の
た
め
、
ま
と
ま
っ
た
計
画
は
県
と

　
の
調
整
が
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

　
年
度
計
画
に
基
づ
い
て
、
県
の
補
助

　
金
な
ど
を
受
け
な
が
ら
事
業
が
実
施

　
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
県
と
地
域
で

　
「
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
新
潟
里
創
プ

　
ラ
ン
推
進
協
議
会
」
を
結
成
し
て
、

　
事
業
の
円
滑
な
進
行
に
努
め
て
い
ま

す
。

Q
事
業
期
間
は
何
年
間
で
す
か
？

A
事
業
の
性
格
か
ら
い
っ
て
息
の
長
い

　
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
一
応
の
事

　
業
実
施
の
区
切
り
と
し
て
、
基
本
的

　
な
計
画
を
策
定
し
た
平
成
九
年
度
を

　
初
年
度
と
し
て
、
十
八
年
度
ま
で
の

　
十
か
年
を
事
業
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

Q
構
想
の
理
念
や
目
的
な
ど
は
、
ど
の

　
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

A
構
想
で
は
、
大
き
な
視
点
と
し
て
当

　
地
域
の
豊
か
な
自
然
に
着
目
し
、
人

間
は
自
然
の
一
部
と
し
て
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
絶
え
ず
「
人
間
は
自
然

に
内
包
さ
れ
る
」
と
い
う
事
実
を
確

認
し
な
が
ら
、
　
『
芸
術
文
化
の
香
り

あ
ふ
れ
る
美
し
い
越
後
妻
有
の
里
づ

く
り
』
を
総
合
的
・
一
体
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
事
業
目
的
と
し
て
、
①
地
域

に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
の
醸
成
、
②

地
域
魅
力
増
進
、
③
交
流
人
口
・
定

住
人
口
の
増
加
、
④
産
業
振
興
、
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
を
進

め
て
い
く
上
で
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、

①
広
域
連
携
、
②
ソ
フ
ト
重
視
・
プ

ロ
セ
ス
尊
重
、
③
住
民
参
加
・
他
者

と
の
協
働
、
④
自
然
か
ら
学
ぶ
・
地

域
資
源
の
活
用
、
に
努
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

Q
「
ア
ー
ト
」
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

　
に
位
置
付
け
て
い
る
の
で
す
か
？

A
構
想
で
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
全
て

　
の
事
業
に
ア
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と

　
が
特
徴
で
す
。
こ
こ
で
い
う
ア
ー
ト

　
と
は
、
美
術
館
で
見
る
彫
刻
や
絵
画

　
と
は
意
味
が
異
な
り
、
地
域
資
源
と

　
結
び
付
け
て
、
そ
れ
が
さ
ら
に
感
動

　
を
呼
び
起
こ
し
、
魅
力
を
増
し
て
い

　
く
た
め
に
加
え
る
人
の
手
の
こ
と
を

　
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ア
ー

　
ト
を
、
地
域
発
信
の
た
め
の
一
つ
の

　
手
法
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

Q
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
し

　
て
い
く
の
で
す
か
？

A
構
想
に
お
け
る
事
業
の
柱
は
次
の
四

っ
湯
け
ら
れ
ま
す
．
こ
海
の
事
⑩

業
が
集
中
し
、
連
携
し
な
カ
ら
里
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

プ
ラ
ン
事
業
と
し
て
一
体
的
に
進
め
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
越
後
妻
有
八
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
　
1
1

…
写
真
と
言
葉
に
よ
る
地
域
資
源
再

開
発
の
た
め
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。

現
在
作
品
募
集
中
、
締
め
切
り
七
月

末
。
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
写
真
塾
、
中

学
生
一
日
写
真
騒
動
な
ど
。

②
越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
…
一
二
年

ご
と
に
開
催
す
る
世
界
ト
ッ
プ
ア
ー

チ
ス
ト
に
よ
る
ア
ー
ト
作
品
の
展
示

発
表
と
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
祭
典
。

第
一
回
は
、
平
成
十
二
年
夏
に
約
五

十
日
間
の
会
期
で
開
催
予
定
。
毎
年

ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。

③
ス
テ
ー
ジ
（
自
然
体
感
型
ふ
れ
あ

い
文
化
施
設
）
…
地
域
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
各
市
町
村
に
整
備
さ
れ
る
総
合

的
な
活
性
化
拠
点
施
設
。
テ
ー
マ
は

十
日
町
「
越
後
妻
有
の
市
」
、
川
西
「
新

田
園
都
市
づ
く
り
」
、
津
南
「
縄
文
と

あ
そ
び
」
、
中
里
「
信
濃
川
物
語
」
、
松

代
「
雪
国
農
耕
文
化
村
」
、
松
之
山
「
森

の
学
校
」
．

④
交
流
の
道
…
ス
テ
ー
ジ
整
備
と
連

動
し
て
各
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
結
ぶ
道

の
整
備
。
当
面
は
花
い
っ
ぱ
い
運
動

と
結
び
つ
い
た
「
花
の
道
」
の
展
開
。

花
の
道
モ
デ
ル
事
業
、
花
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
。

※
問
い
合
わ
せ
先

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

企
画
振
興
課
（
智
5
7
1
2
6
3
7
）



高
倉
の
天
狗
様
（中）

岩
瀬
金
　
子
幸
作

　
　
　
　
　
　
　
　
う
わ
さ

五
郎
と
ム
ラ
の
噂

　
五
郎
が
生
家
の
庭
先
へ
舞
い
降
り
た

日
は
半
七
の
大
田
植
え
で
、
田
植
え
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ヤ
つ
ど

順
番
に
手
伝
い
合
う
イ
エ
ッ
コ
の
田
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ぎ
　
　
　
　
　
う
め

衆
が
昼
上
が
り
し
て
、
雁
木
の
隅
で
坤

き
声
あ
げ
る
五
郎
を
見
付
け
て
大
騒
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

に
な
っ
た
。
ま
る
で
妖
怪
に
で
も
愚
か

　
　
　
　
　
　
う
つ

れ
た
よ
う
に
、
虚
ろ
な
目
で
「
オ
ラ
、

オ
ッ
カ
ナ
イ
、
助
け
て
く
れ
」
と
泣
き

わ
め喚
く
五
郎
は
、
親
き
ょ
う
だ
い
に
も
顔

を
合
わ
せ
よ
う
と
は
せ
ず
、
マ
ン
マ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
も

ろ
く
に
食
わ
な
い
で
部
屋
の
中
に
籠
り
、

夜
昼
と
な
く
「
オ
ッ
カ
ナ
イ
、
助
け
て

く
れ
」
と
く
り
か
え
す
う
ち
に
一
カ
月

が
過
ぎ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ま
ど

　
高
倉
に
は
、
　
「
家
数
が
八
十
竈
を
越

え
る
と
き
は
一
代
限
り
の
家
持
に
出
す
」

と
い
う
ム
ラ
決
め
が
あ
っ
た
。
か
ぎ
ら

れ
た
耕
地
に
必
要
以
上
の
人
家
が
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
き

る
と
、
そ
の
分
だ
け
夫
食
が
不
足
し
て

生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

半
七
に
も
分
家
に
出
し
た
い
オ
ッ
サ
が

い
た
が
、
家
の
衆
は
「
一
代
限
り
の
家

　
　
　
ふ
ぴ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
き
て

持
で
は
不
欄
だ
か
ら
」
と
、
ム
ラ
の
掟

を
無
視
し
て
永
代
家
持
に
出
そ
う
と
ほ

ん
走
し
た
節
が
あ
る
。
そ
ん
な
半
七
の

ツ
ァ
マ
の
動
き
を
見
て
き
た
ム
ラ
の
衆

は
、
「
五
郎
が
あ
ん
な
に
な
っ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
た

半
七
が
ム
ラ
決
め
に
背
こ
う
と
し
た
崇

り
だ
」
な
ど
と
噂
し
た
。

女
行
者
に
救
わ
れ
て

　
さ
し
も
の
雪
が
消
え
て
若
葉
の
匂
い

　
か
ぐ
わ

も
香
し
い
季
節
に
な
る
と
、
人
里
離
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
ぜ

た
高
倉
の
ム
ラ
に
も
啓
女
、
物
貰
い
、

ぽ
ん
さ
ま

坊
様
、
修
験
者
、
旅
芸
人
な
ど
が
相
次

い
で
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
あ

る
日
、
田
の
草
取
り
の
一
番
ゴ
が
終
わ

っ
た
こ
ろ
に
、
不
思
議
な
念
力
を
持
つ

女
行
者
が
小
脇
の
坂
を
登
っ
て
き
、
話

を
聞
い
て
不
欄
に
思
い
、
錯
乱
状
態
の

五
郎
が
人
間
の
世
界
に
復
帰
で
き
る
よ

　
　
　
ぎ
も
と
ヤ
つ

う
に
と
祈
薦
し
て
く
れ
た
。
　
「
お
ん
、

は
ん
、
ど
め
い
、
し
ん
た
、
じ
ん
ば
ら
」

と
一
心
に
唱
え
る
真
言
の
お
経
が
通
じ

た
の
か
、
五
郎
は
フ
ト
我
に
返
っ
た
。

や
つ
れ
た
顔
に
生
気
を
と
り
戻
し
て
部

屋
を
出
る
と
、
ま
ず
デ
エ
の
戸
を
空
け

て
座
敷
に
入
り
、
仏
様
と
大
神
宮
様
を

拝
み
、
親
き
ょ
う
だ
い
に
改
め
て
あ
い

さ
つ
し
、
か
け
つ
け
た
親
類
衆
に
も
明

る
く
話
し
か
け
た
。

　
長
く
て
暗
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
ら

し
く
、
妄
想
や
恐
怖
心
か
ら
解
放
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る

た
五
郎
は
、
大
巾
の
三
尺
に
包
ん
で
腹

に
巻
い
て
き
た
金
剛
山
の
御
札
を
大
助

（
本
家
）
の
オ
ト
ト
に
見
て
も
ら
い
、

こ
れ
ま
で
に
、
天
狗
の
世
界
で
体
験
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き

た
奇
妙
な
で
き
ご
と
を
堰
切
っ
た
よ
う

に
話
し
て
聞
か
せ
た
。

　
天
狗
の
森
か
ら
高
倉
へ
送
っ
て
も
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
わ

う
と
き
に
、
天
狗
ど
も
が
空
で
団
扇
を

使
い
な
が
ら
、
　
「
五
郎
よ
く
見
て
お
く

が
よ
い
。
こ
の
真
下
が
赤
城
山
だ
、
向

う
の
高
い
山
が
榛
名
山
だ
、
く
ね
く
ね

曲
が
っ
て
光
る
の
が
利
根
川
だ
、
こ
ん

ど
は
三
国
峠
だ
、
ホ
ラ
信
濃
川
を
越
え

た
ゾ
」
と
、
眼
下
に
広
が
る
地
名
や
山

川
を
次
つ
ぎ
と
教
え
て
く
れ
た
こ
と
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
の

大
勢
の
天
狗
た
ち
が
隠
れ
蓑
を
使
っ
て

隠
見
自
在
の
術
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と

も
付
け
加
え
た
。

神
隠
し
に
遭
っ
た
子

　
正
気
に
返
っ
た
と
は
い
え
、
天
狗
の

世
界
を
体
験
し
た
五
郎
の
目
つ
き
は
修

験
者
の
よ
う
に
鋭
か
っ
た
。
ま
だ
子
ど

も
だ
と
い
う
の
に
大
人
び
た
と
い
う
か
、

ど
こ
か
に
人
を
寄
せ
つ
け
な
い
不
気
味

さ
も
身
に
付
け
て
い
た
。
ム
ラ
の
衆
は
、

半
七
の
家
を
た
ず
ね
て
は
こ
わ
ご
わ
五

郎
を
見
て
、
「
神
隠
し
に
遭
っ
た
子
だ
、

天
狗
様
が
乗
り
移
っ
て
い
る
」
な
ど
と

さ
さ
や

私
語
い
た
．

　
上
州
の
奉
公
先
で
は
、
五
郎
が
昼
寝

の
わ
ず
か
の
間
に
居
な
く
な
っ
て
大
騒

ぎ
に
な
り
、
八
方
手
を
つ
く
し
て
捜
索

し
た
が
行
方
は
つ
か
め
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
も
し
や
と
思
い
高
倉
ま
で
捜
し

に
来
て
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
た
こ
と
を
知

っ
た
が
、
何
は
と
も
あ
れ
五
郎
の
無
事

を
喜
ん
で
く
れ
、
こ
の
先
ど
う
し
た
も

の
か
を
親
衆
と
相
談
し
た
。
そ
の
結
果
、

奉
公
先
と
の
年
季
契
約
は
帳
消
し
に
し

現
在
は
別
荘
と
な
っ
て
い
る
五
郎

が
婿
入
り
し
た
甚
兵
衛
の
家

て
五
郎
は
親
元
へ
置
く
こ
と
に
な
り
、

雇
主
側
の
作
男
頭
は
、
五
郎
に
「
よ
く

養
生
し
て
立
派
な
大
人
に
な
れ
」
と
言

い
残
し
て
高
倉
を
あ
と
に
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
の
五
郎
は
生
家
で
百
姓
仕

事
に
精
を
出
し
、
若
い
衆
の
仲
間
に
も

入
れ
て
も
ら
い
、
ム
ラ
の
衆
と
も
う
ち

と
け
て
話
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
必
要

の
こ
と
以
外
は
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
い

人
に
な
っ
て
い
た
。
の
ち
に
縁
あ
っ
て

ム
ラ
の
甚
兵
衛
に
婿
入
り
し
、
人
並
み

　
　
　
　
　
　
　
じ
い

に
夫
婦
を
生
き
て
爺
さ
に
な
り
、
高
倉

で
七
十
四
年
の
天
寿
を
全
う
し
た
。

天
狗
が
授
け
た
神
通
力

　
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
た
五
郎
の
数
奇
な

体
験
が
、
甚
兵
衛
の
爺
さ
に
人
智
の
及

ば
な
い
不
思
議
な
念
力
を
授
け
て
い
た
。

ど
こ
の
八
卦
見
に
み
て
も
ら
っ
て
も
当

た
ら
な
い
「
人
の
生
死
や
吉
兆
」
な
ど
、

こ
の
人
に
み
て
も
ら
う
と
当
た
っ
て
外

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
ど
ん
な
に
捜
が
し
て
も
発
見
で
き
な

い
で
ド
ニ
コ
ン
ダ
（
思
案
に
く
れ
た
）

家
族
は
、
高
倉
へ
行
っ
て
甚
兵
衛
の
爺

さ
に
伺
い
を
た
て
た
。
仙
田
に
多
か
っ

た
川
流
れ
の
場
合
は
、
　
「
渋
海
川
の
ど

こ
の
岸
の
モ
ツ
カ
レ
（
漂
流
木
）
の
下

に
沈
ん
で
い
る
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

雪
崩
の
下
に
な
っ
た
人
を
捜
が
す
と
き

　
　
　
　
　
　
か
た
ま
り

は
、
　
「
こ
の
雪
の
塊
の
下
を
掘
っ
て
み

な
さ
れ
」
と
教
え
た
。
ポ
ン
引
き
（
江

　
　
　
　
　
　
だ
ま

戸
で
田
舎
者
を
騙
し
て
売
り
飛
ば
す
人

身
売
買
の
業
者
）
に
さ
ら
わ
れ
た
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
め

案
否
は
、
　
「
北
海
道
の
炭
坑
に
達
者
で

働
い
て
い
る
」
と
か
、
　
「
江
戸
の
吉
原

に
身
を
沈
め
て
五
年
前
に
亡
く
な
っ
た
」

な
ど
と
教
え
て
く
れ
て
、
結
果
は
爺
さ

の
言
う
と
お
り
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
ふ
だ
ん
は
寡
黙
な
甚

兵
衛
の
爺
さ
の
ご
託
宣
に
カ
リ
ス
マ
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
け
い

も
加
わ
り
、
ム
ラ
人
た
ち
の
畏
敬
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
よ
く
当
た
る
八
卦
の

評
判
が
村
か
ら
町
へ
伝
わ
り
、
い
つ
し

か
「
高
倉
の
天
狗
様
」
と
し
て
近
郷
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
※
高
倉
の
天
狗
様
に
は
、
川
崎
ハ
マ

さ
ん
の
話
と
は
別
に
、
　
「
五
郎
は
沖
立

の
豪
農
数
藤
重
右
衛
門
家
（
数
藤
春
夫

氏
宅
）
で
さ
ら
わ
れ
て
信
濃
国
へ
連
行

さ
れ
た
」
と
い
う
説
が
あ
る
。
斉
木
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

作
氏
が
著
し
た
こ
の
天
狗
諄
を
三
月
号

で
紹
介
し
た
い
。

⑪11．1．10



　　水中運動教室ご案内
◆実施期間　2月3日～3月24日　毎週水曜日

　　　　　午前10時30分～11時30分

◆実施会場　ベルナティオ　フォーラムセンタープール

　　　　　（マイクロバスで送迎します）

◆実施回数

　Aコース：全8回（毎週）Bコース：全4回（隔週）

◆募集人員　Aコース：10人　Bコース：30人

　　　　　（先着順、定員になり次第締め切ります）

◆参加費（各コースとも）

　施設使用料840円（毎回）

　障害保険料450円（初回のみ）

　（ベルナティオ会員は障害保険のみ）

◆申込期問　1月10日～22日

◆その他　申し込みなど、詳しくは保健係へ

　　　　盈68－3111（内線207・208）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葛
葛
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
骸
名

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
つ
ば
さ
良
　
児

滋
野
　
　
翼

　
　
　
　
　
　
　
さ
ち
子

　
　
　
　
ひ
な
た
正
　
人

佐
藤
　
　
陽
　
　
　
　
朝

　
　
　
　
　
　
　
こ
ず
え

　
　
　
し
よ
う
へ
い
昌
彦

羽
鳥
将
平

　
　
　
　
　
　
幸
　
子

　
　
　
ひ
と
み
　
幸
　
史

中
村
仁
美

　
　
　
　
　
　
香
織

　
　
　
み
ず
き
　
　
充

中
條
瑞
貴

　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
み

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（大
平
壮
　
一
　
原
田

桑
原
弥
生
　
湯
沢
町 野

　
　
口

日
町

伊
　
　
友

大
臼
倉

木
　
　
島

（上
村
桂
司
埼
玉
県

丸
山
貴
美
子
下
原

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

清相田北片
水馬村村桐

富
一
74

覚
治
8
0

幸
栄
81

作
一
81

耕
平
8
9

（
本
人
）
仁
　
田

（
憲
一
）
東
善
寺

（
俊
秀
）
赤
谷

（
本
人
）
木
落

（
一
彦
）
下
平
新
田

　
　
（
1
2
月
1
日
～
2
8
日
届
け
出
分
）

1
訂
正
－

　
十
二
月
十
日
号
広
報
か
わ
に
し
「
歴

史
は
語
る
」
の
郡
市
小
学
校
長
会
の
代

表
者
名
で
、
小
杉
芳
則
副
会
長
が
小
杉

英
則
副
会
長
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

八
月
大
雨
災
害
の
義
揖
金

を
配
分

　
去
年
八
月
に
発
生
し
た
大
雨
災
害
に
、

県
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
義
掲
金
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
日
赤
新
潟
県
支
部
で

は
、
義
掲
金
配
分
委
員
会
を
設
置
し
、

公
平
か
つ
適
正
に
配
分
さ
れ
る
次
の
よ

う
に
決
定
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

●
義
揖
金
配
分
総
額

　
　
　
　
　
　
一
、
三
五
六
万
八
千
円

●
配
分
基
準
（
被
災
地
域
全
て
を
対
象
）

　
死
　
者
　

一
件
　

一
六
万
円

　
重
傷
者
　

一
件
　
　
八
万
円

　
住
宅
全
壊
　
　
五
件
　
　
六
〇
万
円

住
宅
半
壊

　
　
　
　
　
　
一
四
件
　
　
八
四
万
円

　
床
上
浸
水
（
普
通
世
帯
）

　
　
　
一
、
八
四
〇
件
　
九
二
〇
万
円

　
床
上
浸
水
（
老
人
世
帯
）

　
　
　
四
四
八
件
　
二
六
八
万
八
千
円

新
し
い
嘱
託
員
…
①

　
一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

平
成
1
0
年
1
2
月
2
8
日
届
出
（
敬
称
略
）

中
　
島
　
町

山
　
野
　
田

発
電
所
通
り
西

発
電
所
通
り
東

南
　
　
　
　
台

鉄
道
ア
パ
ー
ト

坪高伊沖木寺中学神田中上東四朝栄

善郎日屋校社中央原

山田友立島尾敷町町町町町寺兼町町

平
成
十

高大高保谷小南星吉太清丸南平高川田高宮岡清平届仁　0高t
橋塚橋坂井林雲名楽田水山雲野橋崎中橋本村水野出な県
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藪り　3
文甚作精洋正守孝珠正俊和タ由昭正千己昌正良蕗手①
夫一一一子勝啓児子志六夫力隆吉義春一幸洋昭二）　・　　1

小大大岩赤田高小室中下根原四野仁塩寺木小三下新元上鶴霜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平町
臼臼　　　　　　　 仙　　　 十　　　 ヶ　根
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新新
倉倉倉瀬谷戸倉脇島田原深田歩口田辛崎落岸領田田町野吉条

年
度
農
業
標
準
賃
金

一
日
あ
た
り

男
子
　
七
、
六
〇
〇
円

女
子
　
七
、
一
〇
〇
円

　
農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
四
月
一
日

か
ら
適
用
の
農
業
標
準
賃
金
を
決
め
ま

江高中金登青高斉高佐丸丸丸丸野小高高丸小小中小押高田星

口橋條子坂木橋木橋藤山山山山沢幡津津山海海島嶋木橋村名

伸正与　行一毅錦福新　正秀正正　正冨喜喜邦忠武徳恵一
　　之　　　　　　　一　　　　　　　　士　 久
一信助博喜夫一輔蔵郎譲男夫幸夫満則男一雄男一夫一作策昇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．1．10⑫

し
た
。

　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
標
準
賃
金
で
す
。

作
業
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、
頼
む
人
、

頼
ま
れ
る
人
が
お
互
い
に
納
得
の
う
え

で
、
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。



姜
目

意　（
敬
称
略
）

福
祉
に

　
星
名
正
男
（
伊
　
友
）
五
万
円

　
高
橋
シ
ゲ
（
高
原
田
）
一
万
円

」
9
§
ソ
§
6
ゑ
ξ

表
紙
の
写
真

　
「
美
し
い
日
本
の
村
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
日
本
一
に
輝
い
た
臼
倉
地
区
。
こ
こ

の
お
年
寄
り
を
中
心
と
す
る
名
人
た
ち

で
組
織
し
て
い
る
臼
倉
し
め
縄
生
産
組

合
（
田
中
武
組
合
長
・
組
合
員
三
十
人
）

が
丹
精
込
め
て
作
り
上
げ
た
『
臼
倉
の

し
め
縄
』
は
全
て
手
づ
く
り
の
逸
品
で
、

品
質
の
良
さ
は
折
り
紙
付
き
で
す
。
「
み

と
ら
ず
」
と
い
う
し
め
縄
専
用
の
稲
を

育
て
、
真
夏
に
刈
り
取
り
、
直
射
日
光

に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
陰
干
し
し
て
保

存
し
ま
す
。

　
一
般
的
よ
く
飾
ら
れ
て
い
る
「
鳥
居

し
め
（
一
尺
～
三
尺
、
特
注
七
尺
）
」

「
つ
ぱ
さ
」
　
「
横
し
め
」
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
　
「
ゴ
ボ
ウ
し
め
」
　
「
大
黒
し

め
」
な
ど
は
と
て
も
人
気
が
あ
り
、
年

間
を
通
じ
た
作
業
を
し
て
い
て
も
生
産

が
追
い
つ
か
な
い
状
態
で
す
。
近
ご
ろ

は
、
五
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
神
社
の
特

注
品
、
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
金
刀
比

羅
宮
（
四
国
・
香
川
県
）
な
ど
の
も
の

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
写
真
は
、
江
口
一
さ
ん
宅
に
お
じ
ゃ

ま
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。
）

小
わ
琶

　
　
　
璽
岨
幽
．
同
崎
正
風
選

置
き
忘
る
ま
ま
の
日
傘
や
年
暮
る
る

玄
関
を
せ
ば
め
葉
牡
丹
置
か
れ
あ
り

軽
や
か
に
冬
木
と
な
り
し
柿
一
樹

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

若
水
の
清
く
あ
ふ
る
・
国
に
在
り

や
わ
ら
か
に
畳
の
上
の
初
日
か
な

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

去
年
今
年
優
し
い
子
等
と
孫
と
居
て

初
詣
熱
き
甘
酒
い
た
だ
き
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

郵
便
箱
は
み
出
て
居
り
し
賀
状
受
く

淑
気
満
つ
盃
た
か
く
交
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
　
白
涛

初
孫
の
誕
生
祝
ふ
一
升
餅

新
築
の
厨
明
る
き
年
用
意

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

元
朝
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
正
信
偶

新
春
の
昼
の
時
報
の
鳴
り
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

近
道
や
葱
畑
の
葱
青
々
と

て
っ
ぺ
ん
の
好
き
な
鴉
や
冬
木
立

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

懸
命
に
賀
状
書
く
子
を
見
守
り
ぬ

父
と
子
の
は
し
ゃ
ぐ
声
す
る
初
湯
か
な

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

柿
一
つ
取
り
の
こ
さ
れ
て
天
高
し

自
壁
に
影
を
映
し
て
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

手
返
し
に
息
を
合
せ
て
餅
を
つ
く

色
取
り
も
よ
き
薄
味
の
雑
煮
か
な

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条

箱
根
路
の
古
き
碑
冬
桜

水
餅
の
水
替
え
妻
の
仕
舞
い
風
呂

　
　
　
　
　
　
足
立
区

高
砂
の
大
幅
か
け
り
床
の
春

参
道
の
雪
や
わ
ら
か
く
初
詣

　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
沢

石
平

涌
井
ハ
ル
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澄
代

上
み
の
座
に
屏
風
の
あ
り
し
初
句
会

来
客
に
障
子
貼
る
手
を
し
ば
し
止
め

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

ホ
ー
レ
ン
草
畑
の
中
で
買
い
て
来
ぬ

う
ろ
こ
雲
動
く
と
も
な
く
暮
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

川
西
の
ダ
ム
を
抱
き
て
山
眠
る

ひ
と
枡
は
花
の
形
の
障
子
か
な

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

孫
か
ら
の
電
話
待
ち
い
る
年
の
暮

三
日
す
ぎ
老
の
く
ら
し
に
戻
り
け
り

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

贋
作
と
知
り
た
る
軸
も
床
の
春

局
長
の
訓
辞
み
じ
か
し
今
朝
の
春

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

元
日
の
そ
の
日
と
な
り
て
初
暦

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

平
和
な
る
観
音
像
や
初
詣

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
　
博
史

初
暦
今
年
厳
し
さ
す
で
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

十休目救急医

1月10日　山口医院（下条）

　　　　智55－2003
　　〃　上村病院（中里村）

　　　　盈63－2111
　　15日　長山医院（津南町）

　　　　智66－2877
　　〃　中条病院（中条）

　　　　智57－3018
　17日　大島医院（川原町）

　　　　智52－2957
　24日　大坪医院（四日町）

　　　　智57－6100
　31日　庭野医院（寿町）

　　　　智52－2711
2月7日　池田医院（本町西）

　　　　智52－2581
　11日　川西町診療所（高原田）

　　　　智68－2034
　　〃　津南病院（津南町）

　　　　智65－3161

増
え
る
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

　
年
末
、
年
始
、
お
酒
を
飲
む
機
会
の

多
い
時
期
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量

の
増
大
と
と
も
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
住
民
検
診
で
は
、
血
液
検
査
で
、
G

O
T
、
G
P
T
、
γ
I
G
T
P
と
三
項

目
の
肝
機
能
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が

異
常
が
認
め
ら
れ
る
方
は
、
年
々
増
え

て
い
ま
す
。
今
年
の
結
果
で
は
、
受
診

さ
れ
た
方
の
n
・
9
％
で
、
特
に
3
0
～

59
歳
の
男
性
で
は
3
0
～
4
0
％
が
要
受
診

の
方
で
し
た
。
職
場
健
診
や
人
間
ド
ッ

ク
で
指
摘
を
受
け
た
方
も
多
い
の
で
は
㊧
圏

な
い
で
し
ょ
う
か
．
　
　
麗

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
肝
障
害
は
、
ア

御
蘭
毬
過
驕
懲
膝
雛
、
囎

ア
ル
〒
ル
性
襲
肝
硬
変
の
4
型
認

が
あ
り
ま
す
・
膀
肝
は
・
肝
臓
の
脂
騒

難
畿
藁
羅
韓
縮

ば
治
り
や
す
い
．

ウ　　　　ゆ

イペースを

さない

　　ぐぐポ

雪はお湯や水で

（飲む

日はイ木月干日

～2回は週肝日

極
・
響
覚

　
ノ
．
鰍

夜12時にはやめる

電

　自分の適
　度を越ぎ

嬢誌袈．

体調不良のときは　　1

無理やり飲まない　　1

　
　
　
り
し

　
　
　
粥
な

　
　
　
か
ま

　
　
．
事
飲

　
　
　
　
で

　
　
　
離

極
轡
麓

　
　
　
　
　
　
　

論
講
蘇
　
郵
　

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
ニ

　
極
盤
窟
　
｝
　
　
　
ー
ハ
極
轡
電

　
　
肝
線
維
症
は
、
常
習

飲
酒
に
よ
っ
て
、
特
有
の

形
の
線
維
化
が
お
こ
る
も

の
で
、
日
本
に
比
較
的
多

　
　
　
　
　
　
　

い
。
肝
炎
は
、
肝
細
胞
の

壊
死
・
炎
症
が
主
体
で
、

軽
症
な
も
の
か
ら
、
急
性

肝
不
全
と
な
り
死
亡
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
も
あ
る
。
肝
硬
変
は
、

肝
疾
患
の
終
末
像
で
あ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

　
お
酒
は
「
百
薬
の
長
」

と
い
っ
て
、
適
量
な
ら
ば

ス
ト
レ
ス
解
消
や
善
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
効
用
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
飲

み
す
ぎ
る
と
肝
臓
だ
け
で

な
く
、
全
身
に
悪
影
響
を

与
え
ま
す
。

　
お
飲
は
適
量
を
楽
し
く

飲
み
、
週
に
一
日
は
「
休

肝
日
」
を
設
け
ま
し
ょ
う
。
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》
推
薦
　
「
朝
景
」

　
　
十
日
町
市
根
津
義
広
さ
ん

レ
特
選
　
蝸
ふ
る
里
の
昇
陽
」

　
　
高
原
田
黒
島
善
助
さ
ん

　
準
特
選
　
「
山
里
に
咲
く
」

〈
　
高
原
田
茂
野
孝
志
さ
ん

》
特
別
賞
　
「
春
を
待
つ
白
倉
集
落
」

　
　
十
日
町
市
福
崎
　
均
さ
ん

宰，
　
　
－

　
今
回
は
、
去
る
十
一
月
七
日
～
八
日
に
実
施
さ
れ
た
第
三
回
か
わ
に
し
自
濾

祭
の
一
環
と
し
で
企
画
さ
れ
た
『
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
の

中
か
ら
、
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
晶
を
紹
介
し
ま
す
。

》
入
選
　
哨
初
冬
の
頃
」

　
　
十
日
町
市
桜
沢

基
さ
ん

十日町市

庭野良平さん
　▲「野立て」
入選▼r曙光」

レ
入
選
　
［
農
旦
ハ
」

　
　
上
越
市
鈴
木
教
文
さ
ん

講、

麹繭

驚
輩
、
、
饗

（rちいさな展覧会」2月号は

　　　　　　　千手小学校です）

レ
入
選
　
「
い
っ
ぷ
く
」

　
　
小
根
岸
小
海
正
雄
さ
ん
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